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これは、はるか未来のお話です。

まん中にあるのは、ひなんようのシェルターで、

みんなここにひなんしています。ここは、ほうしゃのうがあふ

れ、島にはしにき、せいかつしています。

そこにひなんしていた主人公のアトランティス・カイトは

お父さん(国王 )が外に出てはいけないと言っていたのに、

外に出てしまいました。



カイトは、風でふきとばされてしまいました。

また、たくさんのほうしゃのうをあび、大けがを負ってしまい

ました。

すると、バケツのような物がとんできました。

きになって、入ってみると、うかびました。



ところが、とちゅうでバケツは落ちてしまいました。

「ギャー」きづいたときには、どこかのろうやにこうそくされ、

ちゅうずりにされてしまいました。

そこへ、一人の赤ちゃんがやってきました。

「ここはおれたちの国だ。かってに入った物は死けいだ！」と

言って、出て行きました。

すると、どうでしょう。一人のおばあさんが「たすけてやるか

らおとなしくしてな。」と言って出してくれ、おばあさんの家

に行き、ごちそうしてくれた。ベッドでねていると「ヒッヒッ

ヒッ」と、とびらの中からなにかがきこえます。なんとおばあ

さんはま女だったのです。



ま女は「お前たちを食ってやる！」と大声で言いました。

カイトは、ま女とたたかおうと思いました。けれどもそのくに

は、へいきん１００さんのくになので、ゆび１本でもたおすこ

とができますが、チェリー・エリザベスがたたかいました。

すぐ勝ったので、家からだっ出しました。

そして、アトランティスの国は平和になりました。

めでたしめでたし


